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文責：教頭 茅野 正和 
 

学校教育目標／人間性豊かで、主体的に問題を解決する生徒の育成 

めざす生徒像／①心の豊かな生徒（徳） ②自ら考え実践する生徒（知）  

③健康でたくましい生徒（体） 

生活の３重点/「あいさつ」「無言清掃」「時間を守る」 

１０月２９日、第２理科室から出火した想定で避難訓練を

行いました。４月に行った避難訓練は担任の先生が教室にい

る想定での訓練でしたが、今回は授業中に火災が起こる想定

での避難訓練でした。自分の教室以外でも活動することがあ

る中学生。誘導する先生も教科担任の先生でしたが、素早く

避難をする姿が見られました。 

避難訓練のまとめの会では、校長先生から以下のようなお

話がありました。 

 

避難訓練を行いました！ 

防災の世界には「自助（じじょ）」「公助（こうじょ）」「共助（きょうじょ）」という大切な３つの言葉が

あります。２つ目の「公助」とは、警察や消防、自衛隊、役所などによる救助や支援のことです。しか

し、大地震などの大規模な災害が起きたとき、彼らがすぐに皆さんのもとへ駆けつけられるとは限りませ

ん。道路が寸断され、電話がつながらない中で、最初の数日間は「公助」に頼れない可能性が非常に高い

のです。 

そこで最も重要になるのが、１つ目の「自助」、つまり「自分の命は自分で守る」ことです。今日の避難

訓練は、まさにこの「自助」の力を身につけるための練習です。静かに、素早く避難できた皆さんは、自

分の命を守る第一歩をクリアしています。 

 しかし、皆さんはもう中学生です。ここで終わってほしくありません。ぜひ、３つ目の「共助」、すなわ

ち「周りの人と助け合う」力を意識してください。もし大きな災害が起きたとき、地域のお年寄りや小さ

な子どもたちは、誰の助けを必要とするでしょうか。体力的にも、知識の面でも、中学生である皆さんは 

立派な“地域の支え手”です。 

 「自分が助かる（自助）の次に、「隣の人を助ける、声をかける（共助）」。今日の訓練を機に、いざとい

う時は自分が地域や家族を引っ張っていくんだ、という強い自覚と誇りをもって、明日からの学校生活を

送ってください。 

災害は、いつ、どこで起こるか分かりま 

せん。学校にいるときだけでなく、登下校 

中や家庭にいるときなど、さまざまな場面 

で災害に遭遇する可能性があります。いざ 

というときに慌てず行動できるよう、日頃 

から災害時の行動を考えておくことが大切 

です。 

 また、災害時には、一人一人が自分にで 

きることを考え、行動することが求められ 

ます。中学生の皆さんも、地域の一員とし 

て、自分にできることは何かを考えておい 

てほしいと思います。 

今回の避難訓練を機に、ぜひご家庭でも 

避難場所や家族との連絡方法、日頃からできる備えについて話し合ってみてください。なお、裏面には、

上田市危機管理防災課が神科地区防犯・防災協議会で配布した防災資料の一部を掲載しましたので、併せ

てご覧ください。 

                  

               

     

  

http://www.ueda.ed.jp/ueda5/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


